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平成２３年２月市議会定例会一般質問発言通告書 

 

◎ 代表質問 

 

後 月 会 

１４番  森 下 金 三 

 

１．グラウンド・ゴルフ場整備事業について 

１）この計画は１市２町の合併協議会で合意した事業が第６次総合計画に移行した

ものと認識しているがその内容が大幅に変更しているのはなぜか。場所・事業内

容・事業費について伺う。 

 

２）この計画しているグラウンド・ゴルフ場の予算と財源について伺う。 

 

３）年間の維持管理費とその管理はどこがするのか伺う。 

 

４）年間の利用人数と利用料について伺う。 

 

５）この事業の費用対効果について伺う。 

 

６）地元四季が丘の住民に対して事業の説明は出来ているのか伺う。 

 

２．介護老人保健施設について 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画にある介護老人保健施設の今後の取り

組みについて伺う。 
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五 人 会 

４番  簀 戸 利 昭 

 

１．平成２３年度一般会計予算について 

今回の当初予算では、市長選挙で公約にされた事業が盛り込まれていると思い

ますが、その特徴について伺います。 

   また、歳入・歳出を市民１人あたりでみると、どういった状況になるか伺いま

す。 

 

２．井原市国民健康保険事業について 

平成２１年度で「井原市国民健康保険給付費支払準備基金」をすべて取り崩す

など、本市国保財政は非常に厳しい状況となっています。 

   今後の国保財政の見通し、医療費抑制のための各種施策及び平成２３年度以降

の取り組みについて伺います。 

 

３．井原市グラウンド・ゴルフ場整備事業について 

平成２３年度の当初予算において、井原市グラウンド・ゴルフ場整備経費とし

て、約６億円が計上されています。 

   整備事業の詳細と完成後の利用状況及び管理体制等の現時点での計画につい

て伺います。 

   また、市内経済に与える効果や市民の健康増進対策など、このグラウンド・ゴ

ルフ場の有効性について伺います。 

 

 

井原星和会 

８番  大 鳴 二 郎 

 

１．平成２３年度当初予算編成について 

平成２３年度当初予算は前年度比、１２億１千万円の大幅な増となっている。

心豊かでたくましい人を育てるまちで教育費において３つの新しい事業が取り

入れられている中、特に英語教育の事業はどの様な方向で行うのか具体的な事を
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伺う。 

また、教育関係における平成２３年度新規事業について具体的に伺う。 

 

２．農産物ブランド化について 

市長の６つの柱のうち、活気あふれる住みよいまちづくりの中で、冬ぶどう等

の農産物のブランド化を推進する団体への助成事業の詳細について伺う。 

また、このブランド化事業について他の農産物への対応及び販売について国内

のみならず国外へも考えられているか伺う。 

 

 

井原市民クラブ 

１９番  藤 原 清 和 

 

１．市長就任２期目の市政運営について 

新年度（平成２３年度）の施策の中に、市長の熱い思いがどのように盛り込ま

れているのか伺う。 

 

２．井原市の国民健康保険事業について 

国保財政の現状と今後の見通しについて伺う。 

 

３．子ども手当について 

平成２３年度について井原市ではどのような取り組みになるのか伺う。 
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◎ 個人質問 

 

３番  上 野 安 是 

 

１．平成２３年度以降のごみ収集体制について 

市長は昨年の１０月議会での一般質問に対し、「資源ごみの収集回数の拡充に

ついて来年度から実施する方向で検討していきたい」という旨の答弁をされまし

た。平成２３年度以降の収集体制をどのように考えておられるのか、またそれを

どのように市民の方に周知されようとしているのかお尋ねします。 

 

２．市内幼稚園に専任園長の配置を 

幼稚園教育を手厚くするために市内各幼稚園に専任園長の配置が必要と考え

ます。市としてはどのようにお考えでしょうか、お尋ねします 

 

３．企業誘致の展開状況について 

平成２２年３月に策定された「井原市産業振興ビジョン」にも示されていると

おり、市内の産業活動の活性化を図り、雇用の場を確保していくには、積極的な

企業誘致が必要です。 

企業誘致促進のためにどのような活動を展開されているのかお尋ねします。 

 

 

６番  馬 越 宏 芳 

 

１．幹線道路の整備と魅力あるまちづくりについて 

１）県道上稲木東江原線の早期完成に向けた要望活動と市道井原北川線の歩道整備

について伺います。 

 

２）木之子地区の１０年２０年後の振興計画について伺います。 
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２．有害鳥獣対策について 

このまま有害鳥獣被害が続けば、人命にかかわる事態にも発展しかねません。

今以上の対策を検討するべきと思いますが、市の考えを伺います。 

   また、平成２１年９月議会で被害地域の住民に狩猟免許を取得するための補助

金を出してはと提案いたしましたが、その後の検討状況について伺います。 

 

 

１１番  宮 地 俊 則 

 

１．防犯灯の電球交換補助制度創設について 

昨年、中国電力がこれまで行ってきた電球の無料交換サービスを、この３月末

で終了することが明らかになりました。これまで電球が切れたときには電力会社

に連絡すれば取り替えてくれていました。 

   防犯灯は、さまざまな形態で今日まで設置され、市内を明るく照らしてきまし

た。しかし、これからは電球一つ替えるのにもその作業に係る費用は設置者の負

担となってきます。 

   ここで一番心配されるのは、そこまでの負担は負いきれないとの理由から、防

犯灯契約を解除されるケースが多数出てくるのではないかということです。 

   市民の安心・安全を掲げる本市として早急に電球交換の補助制度を作るべきで

はないかと考えますが、市長のお考えを伺います。 

 

 

５番  西 田 久 志 

 

１．協働のまちづくりにおける地域活性化について 

協働のまちづくりの円滑な推進を図る中で、いばらパートナーシップ・プロジ

ェクト事業の展開について伺う。 

 

２．市民農園のあり方について 

市内にある市民農園の運営趣旨、運営方法及び今後のあり方について伺う。 

 



6 

 

３．鳥インフルエンザ、口蹄疫に対する危機管理について 

宮崎で発生した鳥インフルエンザや口蹄疫など畜産の根底を覆すような事件

は、いつ井原市においても起きるかわからない。そこで、こうした被害が発生し

た場合の井原市における危機管理体制について伺う。 

 

 

１０番  川 上 武 徳 

 

１．有害鳥獣駆除対策について 

市内の農業従事者は高齢の方が多く、収穫を目前に鳥獣の被害にあわれ生産意

欲を失っている方も多い。イノシシは、電気柵等で被害の防止もできるが、猿に

ついては、電気柵をしても効果が少ない。今後の猿駆除対策について伺う。 

 

２．結婚推進事業について 

井原市及び広域で行っている結婚推進事業のこれまでの実績と今後の事業展

開について伺う。 

 

 

２番  藤 原 浩 司 

 

１．し尿汲み取りについて 

昨年６月の定例会で業者の指導の回答を頂いていますが、２０年度、２１年度

と同じ業者が市民の方々から適正な量でない料金を取られていました。２２年度

の、し尿汲み取り量について適正に汲み取りされているか伺う。 

 

２．放課後児童クラブ等について 

１２月定例会で井原の児童クラブの指導員数、指導体系についてご指導すると

の事でした。今現在の指導体系の状況及び結果を伺う。 
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３．水道事業について 

①平成２８年を目標に一市一企業のソフト統合を目指すなか、井原、芳井、美星

地区の水道事業について伺う。 

 

②平成２３年の現在、芳井町共和、三原地区の飲料水の実態及び今後の市の対応

について伺う。 

 

③井原市全体での水道本管の耐震について伺う。 

 

４．２３年度当初予算及び物品役務、公共工事について 

いまだ景気が上向かない中、２３年度単市での発注は前倒しで市内優先の発注

をして頂けるのか伺う。 

また、２３年度の当初予算について一番の骨格を伺う。 

 

 

１番  坊 野 公 治 

 

１．高齢者世帯の見守り体制について 

市内の高齢者世帯に対して、市が行っている見守り体制の現状と今後の取り組

みについてお伺いします。 

 

２．市のＰＲ活動と特産品ブランド化について 

①現在、井原市を紹介するものとして市勢要覧や市内各所に配置している多く

の観光パンフレットがありますが、市の紹介と観光案内を兼ねたＰＲ冊子を

作成されてはどうかお伺いします。 

 

②市内の特産品を、仮称「井原市認定特産品」としてブランド化し、広く市外

に周知する体制を構築されてはどうかお伺いします。 
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１３番  井 口   勇 

 

１．企業閉鎖による支援策について 

美星地区で３８年来続いた従業員数４７人の電子部品工場が２月末で閉鎖と

なった。美星地区においては数少ない貴重な雇用の場であり、町民も非常に心配

している。継続企業の誘致に対する支援策について伺う。 

 

２．星の郷ふれあいセンターを指定管理者制度に移行しては 

星の郷ふれあいセンターが本年３月にすべての改修工事も終わりきれいにな

っている。この広い施設を有効利用するため、民間のノウハウを活用できる指定

管理者制度へ移行すれば、より一層の効果が出ると考えるが、市の考えを伺う。 

 

 

２０番  森 本 典 夫 

 

１．環太平洋連携協定（ＴＰＰ）参加に対する市長の考えについて 

今、菅首相は環太平洋連携協定（ＴＰＰ）への参加を熱心に検討しています。

私は、農林漁業だけでなく関連産業を含めた地域産業に重大な打撃となるＴＰＰ

参加は中止すべきだと考えています。 

そこで、市民（国民）の立場で市政の舵取りをする代表者として、ＴＰＰへの

参加について、現時点で賛否どちらでしょうか。 

そして、このＴＰＰ参加によって農林漁業や地域産業及び市民（国民）生活に

どのような影響を及ぼすとお考えでしょうか。 

また、市長は、市民（国民）生活を守り、地域の経済を守るという観点で、国

に対して何らかの行動を起こされる考えがおありでしょうか。 

 

２．総務省が示す助言内容で、指定管理者制度の適切運用ができていますか 

昨年１２月２８日付で、総務省自治行政局長から「指定管理者制度の運用につ

いて」という助言（通知）が届いています。この助言は、同制度が平成１５年９

月に導入されて以後、これまでで留意すべき点が明らかになったことで行われた

ものです。この中で、地方公共団体（井原市）が、今後、留意すべき点が８項目
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にわたって示されています。 

この助言は、この制度に対する市の考え方と同時に、協定書の内容に踏み込ん

だ指摘をしています。この中で指摘されていることが、井原市はすべて適切にや

られているでしょうか。 

もし適切にやられていないとすれば、どこがどうやられていないのか、個々の

指定管理者について、具体的かつ詳細にお聞かせください。そして今後の対応を

どう考えておられるでしょうか。 

また、総務省が心配していることですが、この制度導入・運用後、人身事故等

がどのくらい起きていますか、これも詳細にお聞かせください。 

 

３．市役所本庁、芳井・美星の２支所、その他、多数の人が出入りする公共施設での

敷地内禁煙を実施してはどうですか 

他人の吸ったたばこの煙を吸わされる「受動喫煙」。厚生労働省研究班が発表

した受動喫煙による死亡者数（推計）は年間６，８００人で、うち職場での死者

は３，６００人にのぼります。受動喫煙が命にかかわることは、数字的にも明ら

かになってきました。 

平成１５年、健康増進法が施行されて以後、受動喫煙についての認識が深まっ

てきましたし、市庁舎などでも分煙が進められていますが、現状では受動喫煙対

策は充分ではないと思います。 

そこで、市民を受動喫煙の被害から守るという観点から、市役所本庁、芳井・

美星の２支所、その他、現在、敷地内禁煙を実施している市民病院や学校などを

除いて、多数の人が出入りする公共施設での敷地内禁煙を実施してはどうですか。 

 

４．いま政府が熱心に進めようとしている国民健康保険の「広域化」について 

現在、民主党政権は国民健康保険（国保）の「広域化」を熱心に推進していま

す。内容を見てみると「広域化」の狙いは、医療費の削減にあるといえます。 

井原市は、今年度、国保税を大幅に引き上げました。私は、この厳しい財政状

況を改善するためには、国に国庫負担の割合を１９８４年度当時に引き上げさせ

ることだと考えます。 

このような中で、「広域化」について、現時点での市の考えをお尋ねします。 
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５．市有墓地の実態調査と墓地台帳の整備はその後進んでいますか 

昨年の市議会６月定例会で、市有墓地の管理を徹底してほしいと提言しました。

その時、市長は、前段で状況をるる述べられたあと「把握は非常に困難な状況に

あります。しかしながら、できる限りの未使用区画の現地確認を行うとともに、

墓地台帳の整備を行い、市民の墓地需要にこたえるための条件整備に努める」と

お答えになりました。 

実態調査と墓地台帳の整備は、その後進んでいますか。 

 

６．市民交通傷害保険を、今後も何らかの形で継続してはどうですか 

市民交通傷害保険は、来年中止する方針のようですが、加入している市民から

は、「中止しないでほしい」という声が寄せられます。 

担当課で、加入状況や保険金支払い状況を聞きましたが、確かに内情は厳しい

ようです。しかし、市民の声に応えて、何らかの形で継続していただきたいと思

いますが、考えをお尋ねします。 

 

 

１７番  川 上   泉 

 

１．井原市政の展望と課題について 

１）中期財政見通しと行財政運営について伺う。 

 

２）将来都市像、本市の１０年先の人口等、現実問題としてどのように想定し、今

後のまちづくりをどのように進めるのか伺う。 

 

３）新たな施策や多様な市民ニーズに的確に対応するために平素の職員に対する能

力開発、研修について、その取り組みを伺う。 

 

４）新たな施策の展開や協働のまちづくりの推進には部局の枠を超えて全庁的な取

り組みが必要と考えられる。専任の政策調整担当が必要ではないか伺う。 
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５）周辺市町との医療連携を推進するため、互いに足らぬ所を補完するための協議

を呼びかけてはどうか伺う。 

 

 

１２番  佐 藤   豊 

 

１．消費者センター設置について 

平成２１年９月に消費者安全法が施行されました。この法律は経年劣化した石

油暖房機の事故や老朽化したガス湯沸かし器の事故などで犠牲者報道や被害情

報が相次いだことを契機に、消費者の安全の確保のため、身近な行政機関である

市町村に事業者に対する苦情の相談や処理、また、必要な情報の収集を実施し、

その情報を住民に提供するなどの事務作業を行なう「消費者センター」の設置が

努力義務として規定されています。 

   本市としては、この法の施行に伴う取り組みとして、今後どのように対応され

るお考えでしょうか伺います。 

 

２．ジェネリック医薬品普及促進策について 

１）国保医療費増大の抑制策の一つとして厚生労働省はジェネリック医薬品の利用

啓発活動を推奨しています。呉市では国民健康保険加入者にジェネリック医薬品

を利用した場合の削減額を医療費通知に掲載し、先発医薬品からジェネリック医

薬品への切り替えの動機付けとして取り組まれ、大きな成果を見ています。本市

も２３年度中に、この取り組みを導入する方向のようでありますが、具体的な取

り組み内容と手順について伺います。また、導入によりどの程度の削減効果を期

待されているか伺います。 

 

２）平成２３年度における医療費抑制の取り組みについて伺います。 

 

３．高齢者交通事故対策について 

１）昨年、交通事故で死亡した人は、全国で４，８６３人、その内６５歳以上の高

齢者が２，４５０人で、初めて半数を超えたとの報道がありました。本市として

も急激な高齢化の現状にある中で、高齢者の交通事故が増加することが予測され
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ます。市内の高齢者の交通事故件数では平成２１年が６０件、２２年が５９件と

横ばいながら、全体では高い割合を占めています。こうした現状を考えるとき、

今まで以上の高齢者に対する交通安全意識の啓発が必要と考えますが、本市の今

後の取り組みについて伺います。 

 

２）高齢者の市内交通事故件数の半数以上は自動車乗車中であります。今後この自

動車事故抑制策が大きな課題となると考えますが、市としての対策をどのように

お考えでしょうか伺います。 

 

４．中一ギャップ対策について 

小学校から中学校１年に進学したとたんに、学習や生活の変化に適応できずに

不登校になったり、いじめが急増する現象があり、そうした現象を中一ギャップ

と言われています。岡山県の不登校生徒は中学校では、全国８番目という高い報

告があります。その要因の一つが中一ギャップと考えられています。 

教育委員会として、この中一ギャップをどのように認識され対応をされている

のか現状と今後の対策について伺います。 

 

５．オリジナル市町村ナンバープレートについて 

原動機付き自転車などの自動二輪車の一部は、各市町村がナンバープレートを

発行することから、全国各地の自治体で地域の自慢となる景色や観光資源、また

は偉人や特産品をモチーフとした市町村独自のナンバープレートを交付してい

ます。 

県外では長野県上田市の上田城や天童市の将棋の駒など、また、県内では総社

市の五重塔と雪舟のねずみ、また、玉野市では漫画のキャラクター（ののちゃん）

をモチーフとしたプレートを交付し自治体の発信ツールとして活用しています。 

本市としても地元を発信するプレートを交付して地域活性化の一助としては

と考えますが市長のお考えを伺います。 

 


